
認知症に関するアンケート（本人）

問1 本人の概況

Q1 年齢 Q2 性別

Q3 お住いの学区 Q4 家族構成

Q5 要介護度 Q6 認知症自立度

 本人の年齢は、「８０代以上」が75.0％と最も多い。また性別では、「女性」が62.5％とや

や多かった。

 要介護として、「要介護１」が50.0％と最も多く、次いで「認定なし」が25.0％であった。

認知症自立度では、「不明」を除くと「Ⅱa」が50.0％と最も多かった。
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Q7 診断名

問３ 最初に気づいた変化とそのときの気持ち

あまり気にしていない。

問４ 変化に気づいた年齢

物忘れが多くなったこと。鍋に火をかけていたのを忘れて離れて鍋を焦がすことが多くなっ
た。
急に怒り出し、暴力、物に八つ当たり。急に何が起こったかわからず、ビックリのみ。
本人は当時の気持ちを覚えていない。（家族より）町内会役員の仕事の中で、思うようにいか
ないことにイライラするようになった。
自分でも「多分認知症ではないか」と感じていた。家族も異変に気付いていたと思う。最初は
家族に対して物忘れをごまかしていたが、徐々に正直に言えるようになった。

診断名について、「アルツハイマー型認知症」が50.0％で最も高く、その他の認知症や「種類

は知らされていない」「不明」が12.5％となった。
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問５ 最初に相談した場所

問６ あなたに診断名を伝えた人

※その他の内容

脳神経クリニック

10.0%

50%10.0％

20.0%

10.0%
地域包括支援センター
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問７ 診断名を知ったときの気持ちと現在までの気持ちの変化、その理由

情けない思いがある。自分なりに頑張りたい。
認知症があっても、自分だ、これは。

問８ 医療機関や介護サービスへの思い、希望

みんなと仲良く話がしたい。

特にありません。

問９ 困っていること、不安なこと

周りの人からどう見られているか不安に感じる。

特にありません。

まさか自分が認知症だとは思わなかった。でも、自分ではまだ普通だと思ってるんです。

本人は当時の気持ちは覚えていない。（家族より）元々忘れっぽいところのあった本人の受け
止めは「そうなのかな」と大きなショックを受ける様子はなかった。しかしその後行動範囲が狭
くなり、人と関わりたくなくなり、うつっぽく萎縮したような状態になった。家族はとにかく
「社会参加が大事」と考えいろいろなところに出かけた。周囲（必要な人）には認知症のこと
を伝えながら、地域の活動にも参加を続けている。そうやって過ごしながら、うつっぽい時期を
やり過ごすことができた。今はとても自然体で、自身の状態を受け入れている。「ほかの人が
できることを自分ができなかったとしても、気にしない。できないことがあるからといって、劣
等感はない」「何かができなくたって、そこは誰かにやってもらえばいい」と本人。

初めての受診のときは、検査にとても緊張した。「認知症と言われるだろうな」とは思っていた
が、脳の萎縮が見られ、認知症の診断を受けたときは落ち込んだ。外出もしたくないと思った時
期もあった。しかし、「焦ってもしょうがない」「いつまでも落ち込んでいてもしょうがない」
と考えるようになった。「私もまだ多少はお役に立てるかな」「頑張れるかな」と思えるよう
になった。家族があまり深刻に考えずにいてくれたことでも救われた。

特にありません。

症状が進んだときの不安がある。お父さん（夫）がいなかったら、病院にも買い物にも行けな
い。お父さんに負担をかけ申し訳ない。

病院で検査を受けると、「こんなの覚えられないな」と思う。病院の先生とのやりとりは、あ
まり覚えていないが話はよく聞いてくれる。

今は買い物にも行けるし、ある程度できるから「まだ大丈夫」と思えるが、「もっと忘れたらど
うなるんだろう」「このぐらい（の症状）ではとどまらないだろうな」とふと思い、不安にな
る瞬間はある。
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問１０ 嬉しいこと、支えや励みになっていること

娘が毎日家に来てくれること。
ネコの世話が支えになっている。

友達っていうのがね、私の一番落ち着く相手。
あのカード（見守りキーホルダー）はお守りみたいなもん。旅行中ずっと持ってました。

問１１ 近所の人や友人にしてほしいこと、かけてほしい言葉など

近所の人に話しかけてもらいたい。

特になし

安全な日々の暮らしができること。

さりげなく気にかけて、声をかけてもらえたらうれしい。

妻と散歩に出かけること。

（家族より）子どもが好き。積極的に会話をするほうではないので、誰かとお話するよりも子
どもや赤ちゃんの遊び相手をするのが楽しみになっている。時々子育てサロンを訪れ、赤ちゃん
との触れ合いを楽しんでいる。子どもの相手をしている時が一番いい顔をしている。

私は認知症なんだよって周りに言ってます。だって本当のことだから。（周囲に伝えること
で、理解や支えにつながることを望んでいる）
（家族より）認知症のことを誰にでも話すわけではないが、必要な人にはオープンに伝えるこ
とで、いろんな方がさりげなく助けてくれて、安心につながっている。
周囲に認知症ということまで伝えていないが、「私すぐ忘れちゃうからさ」「約束忘れていた
ら教えて」とさりげなくお願いしている。そうすると、「私もそうだよ」「連絡するね」と言っ
てくれるので助かっている。

問１２ 地域の支えとして、あるといいと思いこと。安心して自分らしく暮らせる地域とは 

他の当事者の人と話せるなら、話してみたいね。そういう人（当事者）と話してみるのも大事。
（家族より）少人数で、認知症の当事者と家族が集まり、当事者同士（専門職もサポートしなが
ら）、家族同士それぞれ話せる場所があったらいいなと思っている。
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問１３ わたしが望む暮らし

おだやかに日々暮らすこと。
となり近所と気楽に話ができる生活をしたい。娘に迷惑をかけないで生きていきたい。
いつまでも今のように元気に暮らしていたい。

あまり気にしないことと思う。
物事を深く考えすぎないでいること。

しょぼんとなるよりも、厚かましく生きようと思ってる。夢見るのは自由だから。英語、話して
みたいの。私は今を自然に、元気に生きたいだけなのよ。
絵を描きたい。陶芸もやりたい。（家族より）陶芸教室に行けたらと思うが、一般の人向けの
教室でついていけるのかが心配。認知症の人でも参加できる場があるといい。
元々仕事をしていたが、「運転が危ない」と家族に止められ退職した。働きたい思いは今もあ
る。お金はもらえたらうれしいが、もらえなくてもいい。家でじっとしていると暇で仕方がない
ので、なんでもいいから、体を動かしたい。

なったらなったで、向き合うしかない。家族に申し訳ないと思うこともあるけど、無理に隠すよ
り、受け止めたほうがきっと楽になるよ。
最初は落ち込むし、「どうしよう、こんなに忘れて」と考えてしまうかもしれない。でも、いつ
までも落ち込んでいても仕方ないし、自分でできることを探してほしい。

問１４ 先に認知症になったわたしから、これから認知症と生きる人へのメッセージ、

    伝えたいこと


